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第1359回例会
会長　藤 掛 靖 元
幹事　伊 石 佳 高

本日の卓話

「ビックデータが変えるビジネスの世界」
	 	 	 東京品川中央RC　圷　昭二 様

今後の卓話予定

５/14	 「キッコーマンの家訓に学ぶ」
	 	 	特定非営利活動法人 ファミリー・ビジネス・ネットワークジャパン　理事長　高梨一郎 様
５/21	 「東北復興支援にみる新しい官民連携のあり方」
	 	 	 一般社団法人RCF復興支援チーム　ディレクター 山本慎一郎 様
５/28	 「祭りと旅」	 東京浅草R.C.　宮本卯之助 様
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　2013ー 2014年度テーマ
R . I . テ ー マ	 「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」
	 	 R . I . 会 長	 ロン D・バートン
	 	 地区ガバナー	 吉 　田　建　二
クラブテーマ	 「参加し行動しよう」	
	 	 クラブ会長	 藤 　掛　靖　元

会長報告＜藤掛会長＞
・先週の17日木曜日に当ホテルで北分区
「指導者育成セミナー」があり、尾泉次
年度会長と私とで出席いたしました。こ
のセミナーは手続要覧「地区指導者育成
セミナー」により開催されるもので、各
クラブから主に現会長、会長エレクトが
出席しているようです。プログラムとし

ては大野ガバナー補佐の挨拶の後、地区研
修委員会研修リーダーの上野操パストガバ
ナーより「これからのロータリークラブに
あるべき姿」と題し講演、その後質疑応答
で締めくくられました。内容としては、ロ
ータリーの基本精神が確立された1905年か
ら1927年までの22年間を振り返り、「ロー
タリーの求める道徳観、「奉仕の理想」及

前回（4/23　1358 回例会）の記録

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

	 47 名	 3 名	 4 名	 37 名	 5 名	 88.10％	 1356 回例会修正　欠席 0名・出席率 100％

◆ゲスト	 3名	 ヨガインストラクター　岡村　幸 様
	 	 東京JC　堀内　大蔵 様・細山　大介 様
◆ビジター	 0名	

	 13	日	（66 才）	加藤昭雄君	 15	日	（50 才）	 伊石佳高君
5月お誕生日祝	 20	日	（49 才）	岩田幸一君	 20	日	（51 才）	 髙木祐輔君
	 30	日	（66 才）	折原　隆君

東日本大震災で被災された皆様に一日も早い平和と復興がおとずれますように
お祈り申しあげます。このような時こそ、我々ロータリアンは『五大奉仕』を実行・
実践しましょう。明日の日本と世界はみんなの手の中に！



ニコニコボックス
＜藤掛、伊石＞
・岡村幸様、本日の卓話よろしくお願い致し
ます。

＜宮村、原田、山尾、永井、藤田、小林(雅)、
古谷、小池、海内、岩戸＞

・本日の卓話「健康に日々の生活を」……卓
話と実技　岡村幸様、宜しくお願いいたし
ます。

＜小林（博）＞
・先日の父の葬儀には、クラブより、元会員
も含めて、のべ52人の方に会葬いただき、
また、受付なども手伝っていただいて感謝
にたえません。私の生涯をかけてお返しを
させて戴きます。

＜山尾、古谷、宮村、井田、上野＞
・先日の小林博家通夜後のお清めの会の残金
をニコニコへ。

＜天笠＞
・結婚記念日に花束を戴きまして誠に有難うご
ざいました。

＜太田、中村＞
・アマ勝みなみ選手、国内女子ゴルフツアー
最年少（15歳293日）優勝おめでとう。

＜太田＞
・プロゴルファー宮里優作選手、開幕戦優勝。
シーズンをまたいで２連勝。実力は本物。
快進撃が始まるのか？

＜天笠＞
・先週おかげさまで、京都の都おどりを今年
も行けました。桜の花が美しかったです。

委員会報告
＜職業奉仕委員会　中村義英委員長＞
・本日職場見学を実施します。場所は福生市

の石川酒造です。２時頃に出発しますので、
ホテル正面にご集合下さい。

幹事報告＜伊石幹事＞
・来週４月30日の例会は休会です。おまち
がえなき様、ご注意下さい。次回例会は5
月７日となります。

・５月７日例会終了後に第11回理事役員会
を行います。理事・役員の皆様はご出席

の程、お願い致します。
・東京浅草RCより「創立50周年記念例会・
祝賀会」の御礼が来ております。

・東京江戸川RCより創立50周年記念誌が、
来ております。ご興味のある方はクラブ事
務所にてご覧下さい。

び決議23-34にある「Service above self」、
「He profits most who serves best」の二
つのモットーこそ変えてはならない奉仕
理念で、今こそこの基本精神をもう一度
学ぶべきである。ロータリーはこの精神
に基づいた倫理運動である。」と解説さ
れました。私もなぜロータリーが110年存
在したか、を考えるとこの基本精神の重
要性を認識せざるを得ません。それがな

いがしろにされ、軽んじられたらそれはロ
ータリーの崩壊を意味する事かと。決議
23-34とか、難しいこと言うなよ・・かも
知れませんが（わたしもそうでした。）、
何かの機会にひも解く事をしていただきた
いと思います。そこにロータリアンとして
さらに一歩踏み出せる何かを感じるのでは
ないかと思います。



４月16日の例会後に職業奉仕委員会（中村委員長・園部副委員長）の主催で東京福生ロー
タリークラブを訪問しました。
例会場は、石川酒造㈱の敷地内にあり、折しも東京福生クラブと東京福生中央ロータ
リークラブが一体になる合同例会の式典日でした。
東京福生ロータリークラブ・東京福生中央ロータリークラブ両クラブと当クラブのバ
ナー交換を行いました。

東京福生ロータリークラブ、東京福生中央ロータリークラブと当クラブ員との記念撮影

東京福生ロータリークラブとのバナー交換 東京福生中央ロータリークラブとのバナー交換



「健康に日々の生活を」

＜プロフィール＞
2006 年９月より留学のため渡米。2011 年 12 月帰国。

前半２年間は語学学校に通いながらダンスを学び、後半３年間ダンススクールに入学、本格的に
ダンスとヨガを学ぶ。

ダンススクールでは解剖学・運動生理学に基づいた正しいポジショニングから体に負荷をかけず
に効果的に筋力を使うダンスメゾットであるサイモンソンテクニックを学ぶ。同時にダンスパ
フォーマンス直前、ヨガのクラスを受け、緊張から解放された経験を機にヨガに強い興味を抱く。

2011 年 12 月全米アライアンス認定イシュタヨガ 200 時間養成コース修了。

　Yoga インストラクター

岡　村　　幸　様

卓　話

＜今週担当　渡辺丈樹＞

　宮内庁には、この職場ならではの職種が多い。文化財の補修、陵墓の維持管理、調理や配膳、庭
園の管理や盆栽の手入れ、馬の飼育訓練、鴨

かも

場の鷹
たかじょう

匠の技など、その多くは根気のいる地味な仕事だ。
彼らのこの道一筋の職人技が皇室のご活動や伝統文化を支えている。
　そうした職種の一つに雅楽を担当する楽師がある。雅楽は日本古来の歌舞に大陸伝来の器楽と舞が
融合してできた千数百年の歴史を有する古典音楽である。楽生として七年間修業を積み試験に合格し
て一人前の楽師となる。管・弦・鼓と種々の楽器を演奏し、舞を舞い、歌を歌う。一人で何役も担う
のだから大変だ。加えて、楽師は西洋音楽も担当する。天皇陛下ご主催の宮中午餐

さん

や晩餐の際には、
楽師らを構成員とする楽団がクラシックの曲などを演奏する。行事の終了時に両陛下は当日の客人に
楽師たちを丁寧に紹介なさる。心づくしの家族的なおもてなしという温かな雰囲気が漂う。
　日

ひ　ごろ

頃何気なく使っている言葉の中に雅楽由来といわれるものが多くあることをご存知だろう
か。「二の句」「二の舞」「打ち合わせ」「音頭」「ろれつ」「やたら」などなど。たとえば「やたら」。
「八

や た ら び ょ う し

多良拍子」という拍子は難しくて初めはなかなかうまく演奏できないところから、めちゃくちゃ
になることを「やたら」というようになった由。必ずしもポピュラーとは言えない雅楽がこのよう
な形で日常生活の中にしっかりと根付いていることに驚く。自らの存在をことさらに言い立てるわ
けでもなく、長い時の経過のうちにさりげなく人々の生活に入り込み根を下ろす、伝統文化とはそ
うしたものなのかもしれない。 （4月23日　日経新聞記事より）

あすへの話題（雅楽）	 元宮内庁長官　羽毛田　信吾


